
22025年（令和7年）9月8日（月曜日）

砂ろ過の実験を行う児童たち

ら
い
か
」
と
投
げ
か
け
、
児
童

た
ち
は
積
極
的
に
回
答
を
導
き

出
し
た
。

　
実
験
で
は
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

に
ガ
ー
ゼ
と
、
粗
さ
の
異
な
る

砂
を
入
れ
、泥
水
を
流
し
て「
砂

ろ
過
」
の
仕
組
み
を
体
験
。
ろ

過
に
よ
り
、
泥
水
が
綺
麗
に
な

る
様
子
を
見
た
児
童
た
ち
か

ら
、
驚
き
の
声
が
上
が
っ
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
セ
ラ
ミ
ッ
ク
膜

ろ
過
の
実
験
装
置
を
使
用
し
、

児
童
た
ち
は
ろ
過
の
観
察
を
行

っ
た
。

　
今
年
度
最
後
の
出
前
授
業
を

終
え
、
岩
井
会
長
は
「
児
童
た

ち
が
真
剣
に
楽
し
み
な
が
ら
授

業
を
受
け
て
い
る
姿
を
見
て
い

る
と
、
授
業
の
意
義
を
感
じ

る
」
と
話
し
、
「
市
内
全
て
の

小
学
校
で
授
業
を
開
催
し
た

い
」
と
思
い
を
語
っ
た
。

水
の
大
切
さ 

知
っ
て

習
志
野
市

イ
ン
フ
ラ
協

向
山
小
で
出
前
授
業

渡邊氏が講師を務めた

セラミック膜ろ過の実験装置を用いて
ろ過の仕組みを実演した

　
（
一
社
）
習
志
野
市
イ
ン
フ

ラ
協
議
会
は
５
日
、
習
志
野
市

立
向
山
小
学
校
の
４
年
生
約
60

人
を
対
象
と
し
、
「
き
れ
い
な

水
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
出
前
授

業
を
同
校
３
階
家
庭
科
室
で
開

講
し
た
。
３
〜
４
時
限
目
に
２

回
に
分
け
て
行
い
、
各
回
約
30

人
が
受
講
。
協
議
会
の
渡
邊
健

敏
理
事
（
栄
工
業
㈱
）
が
応
援

に
駆
け
付
け
た
。
岩
井
健
会
長

（
㈱
サ
ク
ラ
設
備
）
は
冒
頭
、

出
前
授
業
の
内
容
を
説
明
し
た

上
で
「
普
段
、
何
気
な
く
使
っ

て
い
る
水
が
実
際
に
ど
の
よ
う

な
仕
組
み
で
循
環
し
て
い
る
か

を
ク
イ
ズ
や
実
験
を
通
し
て
楽

し
み
な
が
ら
学
び
、
水
の
大
切

さ
に
つ
い
て
興
味
を
持
っ
て
ほ

し
い
」
と
期
待
を
寄
せ
た
。

　
講
師
は
、
メ
タ
ウ
ォ
ー
タ
ー

㈱
の
渡
邊
博
澄
氏
が
務
め
、
座

学
「
水
は
ど
こ
か
ら
く
る
？
使

っ
た
水
は
ど
こ
へ
行
く
？
」
を

講
じ
た
。
ク
イ
ズ
で
は
「
地
球

上
で
使
え
る
水
の
量
は
ど
の
く

九
里
地
域
・
南
房
総
地
域
の
水

道
用
水
供
給
事
業
と
県
営
水
道

の
統
合
に
伴
う
条
例
の
制
定
、

安
房
合
同
庁
舎
の
建
て
替
え
や

防
災
行
政
無
線
の
再
整
備
な
ど

に
係
る
契
約
の
締
結
な
ど
。

　
９
月
補
正
予
算
案
の
う
ち
、

一
般
会
計
の
補
正
予
算
額
は
78

億
９
３
０
０
万
円
で
、
既
定
の

予
算
と
合
わ
せ
た
規
模
は
２
兆

１
９
５
６
億
９
０
０
０
万
円
と

な
る
。

大
和
で
来
年
５
月
着
工

中
央
区
に
６
階
29
戸
共
住
等
協榮ＨＤ

　
協
榮
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
㈱

（
八
街
市
山
田
台
７
８
０
）

は
、
千
葉
市
中
央
区
宮
崎
２
―

５
―
１
に
、
Ｒ
Ｃ
造
６
階
建

て
、
住
戸
数
29
戸
の
共
同
住
宅

・
事
務
所
を
新
築
す
る
。
大
和

ハ
ウ
ス
工
業
㈱
東
関
東
支
社

（
船
橋
市
本
町
１
―
27
―
１
）

の
施
工
で
２
０
２
６
年
５
月
25

日
に
着
工
し
、
27
年
９
月
28
日

の
完
成
を
目
指
す
。

　
現
地
で
は
、
時
間
貸
し
駐
車

場
「
Ｄ
パ
ー
キ
ン
グ
中
央
区
宮

崎
２
丁
目
第
１
」
が
営
業
中
。

敷
地
面
積
は
９
８
８
㎡
。
北
側

に
千
葉
市
道
南
町
大
森
町
線
、

西
側
に
は
同
宮
崎
54
号
線
が
接

し
て
い
る
。

　
新
築
規
模
は
、
建
築
面
積
６

２
４
・
74
㎡
、
延
べ
床
面
積
２

３
０
０
・
26
㎡
、
高
さ
19
・
09

ｍ
の
計
画
。
基
礎
工
法
は
杭
。

　
設
計
者
は
大
和
ハ
ウ
ス
工
業

㈱
中
高
層
一
級
建
築
士
事
務
所

４
グ
ル
ー
プ
か　
　

ら

提
案

五
本
松
運
動
広
場
の
整
備

我孫子市
　
星
野
順
一
郎
・
我
孫
子
市
長

は
、
１
日
の
第
３
回
定
例
議
会

開
会
日
に
市
政
一
般
報
告
を
行

っ
た
。
五
本
松
運
動
広
場
の
屋

外
競
技
用
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
整
備

に
つ
い
て
、
総
合
評
価
型
一
般

競
争
入
札
に
よ
る
事
業
者
選
定

を
行
う
た
め
、
８
月
18
日
に
事

業
者
選
定
委
員
会
を
開
催
し
、

４
グ
ル
ー
プ
か
ら
提
出
さ
れ
た

提
案
に
つ
い
て
審
査
を
実
施
し

た
。

　
今
後
は
、
選
定
委
員
会
か
ら

の
報
告
を
基
に
落
札
者
を
決
定

し
、
速
や
か
に
運
動
広
場
の
整

備
に
着
手
す
る
。

　
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の
整

備
に
関
し
て
は
、
整
備
運
営
事

業
者
選
定
委
員
会
で
要
求
水
準

書
な
ど
発
注
関
係
図
書
の
作
成

や
整
備
運
営
事
業
者
の
選
定
方

法
を
審
議
し
、
２
０
２
６
年
度

中
の
事
業
者
決
定
を
目
指
す
。

農
産
物
直
売
所
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ

ッ
プ
の
跡
地
活
用
に
つ
い
て

は
、
活
用
事
業
者
に
よ
る
現
時

点
で
の
外
観
、
屋
外
広
告
物
、

外
構
な
ど
の
計
画
案
に
関
し
、

景
観
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
相
談
し

て
い
る
。
提
案
事
項
が
ま
と
ま

り
次
第
、
活
用
事
業
者
に
送
付

し
て
検
討
を
依
頼
す
る
。

総
力
結
集
し
飛
躍
を

９
月
定
例
県
議
会
が
開
会

　
９
月
定
例
県
議
会
が
５
日
に

開
会
し
た
。
10
月
３
日
ま
で
の

29
日
間
で
、
一
般
会
計
補
正
予

算
を
含
む
議
案
31
件
、
諮
問
１

件
、
報
告
15
件
な
ど
を
審
議
す

る
。
開
会
に
際
し
、
議
案
の
提

案
理
由
の
説
明
に
立
っ
た
熊
谷

俊
人
知
事
は
、
新
た
な
総
合
計

画
の
策
定
に
つ
い
て
「
県
議

会
、
県
民
、
市
町
村
、
有
識
者

の
皆
さ
ま
か
ら
い
た
だ
い
た
意

見
も
踏
ま
え
、
計
画
案
と
し
て

今
議
会
に
提
案
し
た
。
県
議
会

の
皆
さ
ま
と
と
も
に
、
県
の
総

力
を
結
集
し
、
基
本
理
念
と
し

て
掲
げ
た
『
県
民
を
守
り
、
支

え
、
そ
し
て
飛
躍
す
る
千
葉
の

実
現
』
を
目
指
し
て
取
り
組
み

を
加
速
し
て
い
き
た
い
」
と
強

調
し
た
。

　
補
正
予
算
案
に
関
し
て
は

「
産
業
の
振
興
と
し
て
、
成
田

空
港
『
エ
ア
ポ
ー
ト
シ
テ
ィ
』

に
係
る
地
域
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

を
推
進
す
る
た
め
広
報
戦
略
の

検
討
な
ど
を
行
う
ほ
か
、
い
す

み
鉄
道
の
早
期
復
旧
を
図
る
た

め
施
設
の
維
持
・
修
繕
な
ど
に

係
る
補
助
の
増
額
な
ど
を
行

う
。
防
災
対
策
に
つ
い
て
は
、

大
規
模
地
震
発
生
時
の
円
滑
な

物
資
輸
送
や
迅
速
な
避
難
行
動

の
検
討
を
進
め
る
た
め
の
交
通

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
す

る
」
と
説
明
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
の
議
案
は
、
九
十

（
東
京
都
千
代
田
区
飯
田
橋
３

―
13
―
１
）
。

粗
大
ご
み
破
砕
機
な
ど

議
会
で
契
約
事
務
報
告

我
孫
子
市

　
我
孫
子
市
は
第
３
回
定
例
議

会
で
、
５
月
１
日
か
ら
７
月
31

日
ま
で
を
対
象
と
す
る
事
務
報

告
を
行
っ
た
。
契
約
事
務
に
関

し
、
財
政
部
資
産
管
理
課
は

「
令
和
７
年
度
粗
大
ご
み
処
理

施
設
破
砕
機
修
繕
」
を
三
菱
重

工
環
境
・
化
学
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ

ン
グ
に
契
約
額
２
５
０
８
万

円
、
「
第
２
次
教
育
Ｉ
Ｃ
Ｔ
校

内
Ｌ
Ａ
Ｎ
更
新
工
事
」
を
Ｎ
Ｅ

Ｃ
フ
ィ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
東
日
本

イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
統
括
部

東
関
東
営
業
部
に
契
約
額
５
７

２
０
万
円
で
発
注
し
た
。

入
野
ロ
ー
ソ
ン
交
差
点
付
近
（
Ａ
案
）

谷
丁
場
交
差
点
付
近
（
Ｂ
案
）

広
域
農
道
の
新
川
〜
新
町
交
差
点
付
近
（
Ｃ
案
）

広
域
農
道
の
新
町
交
差
点
〜
西
琴
田
付
近
（
Ｄ
案
）

４
案
を
候
補
地
に

学
校
再
編

検
討
会
議

北
統
合
中
の
新
設
位
置

旭　市
　
旭
市
は
、
第
二
中
学
校
（
琴

田
小
・
共
和
小
学
区
）
と
干
潟

中
学
校
の
統
合
に
伴
う
「
（
仮

称
）
北
統
合
中
学
校
」
の
新
設

に
向
け
、
第
２
回
学
校
再
編
地

域
検
討
会
議
を
、
ひ
か
た
市
民

セ
ン
タ
ー
お
よ
び
市
役
所
１
階

市
民
ホ
ー
ル
で
開
い
た
。
統
合

校
の
位
置
に
つ
い
て
、
入
野
ロ

ー
ソ
ン
交
差
点
付
近
（
Ａ

案
）
、
谷
丁
場
交
差
点
付
近

（
Ｂ
案
）
、
広
域
農
道
の
新
川

〜
新
町
交
差
点
付
近
（
Ｃ

案
）
、
広
域
農
道
の
新
町
交
差

点
〜
西
琴
田
付
近
（
Ｄ
案
）
を

候
補
地
と
し
て
議
論
し
た
。

　
候
補
地
は
、
い
ず
れ
も
農
業

振
興
地
域
と
浸
水
想
定
区
域

（
０
・
５
〜
３
ｍ
未
満
）
に
該

当
。
各
候
補
地
の
特
徴
は
▽
Ａ

案
＝
学
区
の
中
心
に
位
置
、
大

部
分
が
水
田
、
土
地
の
拡
張
性

が
高
い
▽
Ｂ
案
＝
学
区
の
西
側

に
位
置
、
大
部
分
が
水
田
、
土

地
の
拡
張
性
が
高
い
▽
Ｃ
案
＝

学
区
の
南
側
に
位
置
、
主
要
地

方
道
旭
小
見
川
線
沿
い
に
住
宅

地
が
広
が
る
▽
Ｄ
案
＝
学
区
の

東
側
に
位
置
、
主
要
地
方
道
旭

小
見
川
線
沿
い
に
住
宅
地
が
広

が
る
。

　
委
員
か
ら
は
、
「
自
転
車
通

学
な
ら
Ａ
案
」
「
人
口
重
心
に

近
い
Ｃ
案
と
Ｄ
案
」
「
災
害
時

の
避
難
路
を
考
慮
す
る
と
Ａ
案

か
Ｄ
案
」
「
干
潟
小
学
校
区
も

含
め
る
こ
と
を
視
野
に
Ｂ
案
」

「
既
存
校
舎
の
活
用
も
考
慮
す

べ
き
」
「
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
有

無
で
最
適
な
候
補
地
が
変
わ

る
」
な
ど
の
意
見
が
上
が
っ

た
。

　
委
員
は
、
保
護
者
代
表
者
、

地
域
住
民
代
表
者
、
学
校
教
育

関
係
者
、
福
祉
関
係
者
、
青
少

年
育
成
関
係
者
な
ど
。

　
「
学
校
再
編
基
本
方
針
」
で

は
、
第
二
中
学
校
と
干
潟
中
学

校
の
統
合
に
つ
い
て
、
老
朽
化

な
ど
に
よ
り
既
存
施
設
の
活
用

が
難
し
い
た
め
、
新
た
な
中
学

校
を
新
設
し
、
２
０
３
５
年
度

ま
で
に
再
編
・
統
廃
合
を
実
施

す
る
と
し
た
。

　
第
二
中
学
校
は
、
ニ
２
５
１

０
―
１
に
所
在
。
敷
地
面
積
は

３
万
４
４
６
０
㎡
。
建
物
は
▽

特
別
教
室
棟
・
プ
ー
ル
付
属
室

＝
Ｒ
Ｃ
造
４
階
建
て
、
延
べ
床

面
積
２
３
５
０
㎡
、
１
９
８
５

年
度
建
築
▽
情
報
処
理
棟
＝
Ｒ

Ｃ
造
２
階
建
て
、
延
べ
床
面
積

４
６
３
㎡
、
91
年
度
建
築
▽
技

術
室
・
柔
剣
道
場
＝
Ｒ
Ｃ
造
２

階
建
て
、
延
べ
床
面
積
１
１
８

６
㎡
、
79
年
度
建
築
▽
ト
イ
レ

棟
＝
Ｓ
造
平
屋
建
て
、
床
面
積

７
㎡
、
95
年
度
建
築
▽
教
室
棟

＝
Ｒ
Ｃ
造
３
階
建
て
、
延
べ
床

面
積
３
８
４
０
㎡
、
２
０
０
８

年
度
建
築
▽
管
理
教
室
棟
＝
Ｒ

Ｃ
造
３
階
建
て
、
延
べ
床
面
積

１
６
４
１
㎡
、
08
年
度
建
築
▽

屋
内
運
動
場
＝
Ｒ
Ｃ
造
２
階
建

て
、
延
べ
床
面
積
１
７
９
９

㎡
、
07
年
度
建
築
▽
部
室
棟
＝

Ｒ
Ｃ
造
２
階
建
て
、
延
べ
床
面

積
１
９
８
㎡
、
09
年
度
建
築
▽

連
絡
通
路
棟
＝
Ｓ
造
平
屋
建

て
、
床
面
積
２
３
１
㎡
、
08
年

度
建
築

―
な
ど
。

　
干
潟
中
学
校
は
、
入
野
２
１

７
０
に
あ
る
。
敷
地
面
積
は
２

万
４
３
０
２
㎡
。
建
物
は
▽
管

理
教
室
棟
Ａ
＝
Ｒ
Ｃ
造
２
階
建

て
、
延
べ
床
面
積
５
７
６
㎡
、

１
９
６
３
年
度
建
築
▽
管
理
教

室
棟
Ｂ
＝
Ｒ
Ｃ
造
２
階
建
て
、

延
べ
床
面
積
７
２
２
㎡
、
63
年

度
建
築
▽
湯
沸
か
し
室
＝
木
造

平
屋
建
て
、
床
面
積
61
㎡
、
64

年
度
建
築
▽
管
理
教
室
棟
Ｃ
＝

Ｓ
造
２
階
建
て
、
床
面
積
２
０

２
㎡
、
70
年
度
建
築
▽
配
膳
室

＝
Ｓ
造
平
屋
建
て
、
床
面
積
30

㎡
、
82
年
度
建
築
▽
管
理
特
別

教
室
棟
＝
Ｒ
Ｃ
造
３
階
建
て
、

延
べ
床
面
積
２
０
１
３
㎡
、
83

年
度
建
築
▽
ポ
ン
プ
室
＝
Ｒ
Ｃ

造
平
屋
建
て
、
床
面
積
11
㎡
、

83
年
度
建
築
▽
技
術
教
室
棟
＝

Ｓ
造
平
屋
建
て
、
床
面
積
４
５

０
㎡
、
83
年
度
建
築
▽
浄
化
槽

機
械
室
＝
Ｒ
Ｃ
造
平
屋
建
て
、

床
面
積
10
㎡
、
83
年
度
建
築
▽

ト
イ
レ
棟
＝
Ｒ
Ｃ
造
平
屋
建

て
、
床
面
積
55
㎡
、
89
年
度
建

築
▽
屋
内
運
動
場
＝
Ｓ
造
２
階

建
て
、
延
べ
床
面
積
１
７
６
５

㎡
、
92
年
度
建
築
▽
部
室
棟
Ａ

＝
Ｓ
造
平
屋
建
て
、
床
面
積
40

㎡
、
93
年
度
建
築
▽
部
室
棟
Ｂ

＝
Ｓ
造
平
屋
建
て
、
床
面
積
40

㎡
、
97
年
度
建
築

―
な
ど
。

井
野
口
建
材
で
２
件

佐
倉
市
の
住
宅
解
体

　
㈱
井
野
口
建
材
（
佐
倉
市
上

座
５
６
５
―
12
）
は
、
佐
倉
市

ユ
ー
カ
リ
が
丘
１
―
１
―
１
に

お
け
る
住
宅
お
よ
び
、
佐
倉
市

上
座
４
０
８
―
57
に
お
け
る
住

宅
の
解
体
工
事
を
受
注
し
て
い

る
。

　
ユ
ー
カ
リ
が
丘
の
物
件
は
、

２
階
建
て
、
延
べ
床
面
積
１
３

９
㎡
。
施
主
は
山
万
㈱
（
東
京

都
中
央
区
日
本
橋
小
網
町
６
―

１
）
。
予
定
工
期
は
10
日
〜
10

月
２
日
。

　
上
座
の
物
件
は
、
２
階
建

て
、
延
べ
床
面
積
84
㎡
。
施
主

は
個
人
。
予
定
工
期
は
16
日
〜

10
月
10
日
。

施
工
は
Ｏ
Ｋ
Ｉ
建
設

佐
倉
市
に
２
階
共
住

ケ
イ
エ
ス
ア
イ

　
㈱
ケ
イ
エ
ス
ア
イ
（
埼
玉
県

越
谷
市
袋
山
８
８
５
―
12
）

は
、
佐
倉
市
山
崎
字
寺
前
４
４

０
―
４
に
２
階
建
て
、
住
戸
数

12
戸
の
共
同
住
宅
を
新
築
す

る
。
Ｏ
Ｋ
Ｉ
建
設
㈱
（
千
葉
市

中
央
区
院
内
２
―
５
―
９
）
の

設
計
・
施
工
で
10
日
に
着
工

し
、
２
０
２
６
年
２
月
20
日
の

完
成
を
目
指
す
。

　
建
設
地
は
、
主
要
地
方
道
佐

倉
印
西
線
沿
い
に
あ
る
弁
財
天

社
の
南
側
。
現
況
は
、
さ
ら

地
。
敷
地
面
積
は
２
３
８
・
33

㎡
。

　
新
築
規
模
は
、
建
築
面
積
１

４
２
・
03
㎡
、
延
べ
床
面
積
２

６
２
・
17
㎡
、
高
さ
７
・
１
２

７
ｍ
。

こ
ど
も
園
の
遊
具

設
置
工
に
1500
万
円

睦
沢
町
補
正

　
睦
沢
町
は
、
４
日
開
会
の
第

３
回
定
例
議
会
に
、
睦
沢
こ
ど

も
園
遊
具
設
置
工
事
費
１
５
０

０
万
円
を
盛
り
込
ん
だ
一
般
会

計
補
正
予
算
案
第
３
号
を
上
程

し
、
可
決
さ
れ
た
。

　
補
正
に
よ
り
４
８
２
３
万
１

０
０
０
円
を
増
額
し
、
総
額
を

42
億
１
８
５
６
万
２
０
０
０
円

と
し
た
。

建
設
地
の
現
況

周
郷
建
設
で
11
月
着
工

四
街
道
市
大
日
に
コ
ン
ビ
ニ
輝　瑞

道
路
等
台
帳
電
子
化

発
注
見
通
し
を
公
表

県
県
土
整
備
部

　
県
県
土
整
備
部
は
４
日
、

「
令
和
７
年
度
道
路
・
河
川
施

設
等
台
帳
電
子
化
業
務
委
託
」

の
発
注
見
通
し
を
公
表
し
た
。

　
契
約
の
相
手
方
は
▽
障
害
者

総
合
支
援
法
に
基
づ
く
施
設
な

ど
（
障
害
者
支
援
施
設
、
地
域

活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
、
障
害
福

祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
行
う
施
設

（
生
活
介
護
、
就
労
移
行
支

援
、
就
労
継
続
支
援
を
行
う
事

業
に
限
る
）
▽
障
害
者
の
地
域

に
お
け
る
作
業
活
動
の
場
と
し

て
、
障
害
者
基
本
法
第
18
条
第

３
項
の
規
定
に
よ
り
必
要
な
費

用
の
助
成
を
受
け
て
い
る
施
設

（
小
規
模
作
業
所
）
▽
地
方
自

治
法
施
行
令
第
１
６
７
条
の
２

第
１
項
第
３
号
に
規
定
す
る

「
総
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
普
通
地
方
公
共
団
体
の

長
の
認
定
を
受
け
た
者
」
と
し

て
認
定
を
受
け
た
者

―
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
、
県
内
の

施
設
・
事
業
所
・
作
業
所
。

　
依
頼
の
受
け
付
け
お
よ
び
成

果
品
の
納
入
に
関
す
る
費
用
は

受
託
者
が
負
担
す
る
。

　
契
約
希
望
者
は
19
日
ま
で

に
、
電
子
メ
ー
ル
（kendo2 

@mz.pref.chiba.lg.jp

）
、

郵
送
・
持
参
（
千
葉
市
中
央
区

市
場
町
１
―
１
）
の
い
ず
れ
か

に
よ
り
、
見
積
書
を
県
土
整
備

政
策
課
に
提
出
す
る
。

　
期
限
ま
で
に
有
効
な
見
積
書

を
提
出
し
た
者
の
う
ち
、
予
定

価
格
の
範
囲
内
で
最
低
価
格
の

見
積
書
を
提
出
し
た
者
を
契
約

相
手
方
と
す
る
。

　
㈱
輝
瑞
（
四
街
道
市
大
日
７

４
１
―
２
）
は
、
四
街
道
市
大

日
字
萱
橋
台
７
４
１
―
１
ほ
か

に
、
Ｓ
造
平
屋
の
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
「
四
街
道
萱
橋
台

店
」
を
開
発
す
る
。
周
郷
建
設

㈱
（
千
葉
市
若
葉
区
大
宮
町
１

６
７
９
）
の
施
工
に
よ
り
、
11

月
17
日
に
着
工
し
、
２
０
２
６

年
２
月
28
日
の
完
成
を
予
定
し

て
い
る
。

　
建
設
地
は
、
京
葉
ガ
ス
リ
キ

ッ
ド
㈱
千
葉
支
店
（
四
街
道
市

大
日
１
８
８
３
―
４
）
の
、
一

般
県
道
四
街
道
上
志
津
線
を
挟

ん
だ
向
か
い
側
。
現
況
は
、
さ

ら
地
。
開
発
区
域
面
積
は
２
０

１
９
・
02
㎡
。

　
新
築
規
模
は
、
建
築
面
積
２

０
１
・
35
㎡
、
床
面
積
１
９
９

・
８
㎡
。

　
開
発
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

先
は
、
設
計
者
の
㈱
東
宏
設
計

事
務
所
（
千
葉
市
中
央
区
新
千

葉
２
―
１
―
８
、
電
話
０
４
３

―
２
４
１
―
０
２
２
８
）
。

　
東
京
商
工
リ
サ
ー
チ
（
Ｔ
Ｓ

Ｒ
）
は
４
日
、
２
０
２
５
年
度

の
千
葉
県
「
賃
上
げ
」
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
を

公
表
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

25
年
度
に
賃
上
げ
を
実
施
し
た

企
業
は
80
・
８
％
（
前
年
度
77

・
８
％
）
と
、
２
年
ぶ
り
に
80

％
台
と
な
っ
た
。
規
模
別
で
は

大
企
業
95
・
０
％
、
中
小
企
業

79
・
２
％
と
な
り
、
大
企
業
が

中
小
企
業
を
15
・
７
㌽
上
回
っ

た
。
規
模
に
よ
る
実
施
率
は
前

年
度
の
10
・
５
㌽
か
ら
５
・
２

㌽
拡
大
し
た
。

　
産
業
別
（
回
答
母
数
10
社
以

上
）
で
は
、
製
造
業
の
97
・
５

％
が
実
施
率
ト
ッ
プ
で
、
次
い

で
卸
売
業
の
88
・
５
％
、
建
設

業
の
83
・
７
％
と
な
っ
た
。
一

方
、
実
施
率
下
位
は
不
動
産
業

の
36
・
３
％
、
小
売
業
の
53
・

８
％
と
続
い
た
。

　
賃
上
げ
率
に
つ
い
て
は
、
大

企
業
、
中
小
企
業
と
も
に
「
５

％
以
上
６
％
未
満
」
が
最
多
レ

ン
ジ
と
な
っ
た
。
大
企
業
の
賃

上
げ
率
は
「
２
％
以
上
〜
８
％

未
満
」
の
範
囲
に
収
ま
っ
た

が
、
中
小
企
業
の
賃
上
げ
率
は

「
１
％
以
上
〜
50
％
以
上
」
ま

で
幅
広
い
範
囲
に
及
ん
だ
。
春

闘
で
掲
げ
ら
れ
た
中
小
企
業
の

賃
上
げ
率
６
％
以
上
を
実
現
し

た
中
小
企
業
は
全
体
の
24
・
７

％
な
っ
た
。

　
賃
上
げ
の
実
施
内
容
に
つ
い

て
は
、
定
期
昇
給
が
74
・
０
％

で
最
多
。
次
い
で
ベ
ー
ス
ア
ッ

プ
の
61
・
３
％
、
賞
与
（
一
時

金
）
の
増
額
の
46
・
８
％
。

　
ト
ラ
ン
プ
関
税
に
よ
る
「
賃

上
げ
へ
の
影
響
」
に
つ
い
て
、

25
年
度
の
賃
上
げ
に
「
ネ
ガ
テ

ィ
ブ
に
影
響
す
る
こ
と
は
な

い
」
と
の
回
答
が
73
・
６
％
を

占
め
た
。
た
だ
、
26
年
度
の
賃

上
げ
に
「
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
影
響

す
る
こ
と
は
な
い
」
と
の
回
答

は
58
・
９
％
に
と
ど
ま
っ
た
。

日
米
交
渉
の
合
意
に
よ
り
一
旦

は
関
税
リ
ス
ク
が
確
定
し
た
と

思
わ
れ
た
が
、
合
意
文
書
が
な

く
、
日
米
間
で
認
識
の
相
違
が

み
ら
れ
る
な
ど
、
自
動
車
お
よ

び
自
動
車
部
品
関
連
に
は
高
関

税
が
継
続
。
ト
ラ
ン
プ
関
税
の

行
方
は
未
だ
不
透
明
な
状
況
と

な
っ
て
い
る
。

　
な
お
、
建
設
業
に
お
い
て

は
、
回
答
数
43
社
の
う
ち
、
賃

上
げ
を
「
実
施
し
た
」
が
83
・

72
％
（
36
社
）
、
「
実
施
し
て

い
な
い
」
が
16
・
27
％
（
７

社
）
と
な
っ
た
。

千
葉
県
賃
上
げ
ア
ン
ケ
ー
ト

実
施
企
業
８
割
超
え
ＴＳＲ

info
折れ線


